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評森書

9● "'''''' '●',, 

都市空間制御の
法理論

. ・・- ・-・ ., ' -・ ー・・
J.;揖浮一貫

大橋洋一［著］

『都市空間制御の法理論』
（有斐閣， 2008年 11月刊）

雄征津歯i........... (A5判 428頁
7140円（税込））

は

じ

め

に

タ
イ
ト
ル
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
に
相
違

し
て
、
本
書
は
都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
一

に
関
す
る
技
術
的
な
専
門
書
で
は
な
い
。

「
都
市
空
間
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
書
の
著

者
に
よ
れ
ば
、
「
市
民
の
身
近
な
生
活
環
境

に
か
か
わ
る
空
間
」
（
一
頁
ー
ー
此
m
弧
内
は

本
書
の
頁
数
を
指
す
。
以
下
同
じ
）
の
こ
と

を
言
う
。
「
本
書
収
録
の
諸
論
考
は
、
市
民

に
身
近
な
生
活
空
間
の
形
成
に
関
わ
る
法
シ

ス
テ
ム
や
、
そ
の
進
化
を
対
象
と
し
た
も
の

で
あ
」
(
~
l
l
頁
）
り
、
「
新
た
に
登
場
す
る
行

政
現
象
、
行
政
法
規
を
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
る
、
時
代
精
神
に
即
し
た
法
理
論
を
形
成

し
た
い
と
い
う
意
図
」

(
i
頁
）
の
も
と
で

行
わ
れ
た
研
究
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
書
は
著
者
が
こ
れ
ま
で
に

公
表
し
た
行
政
法
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
（
『
行

政
規
則
の
法
理
と
実
態
』
〔
有
斐
閣
、
一
九

八
九
年
〕
）
お
よ
び
論
文
集
（
『
現
代
行
政
の

行
為
形
式
論
』
〔
弘
文
堂
、
一
九
九
三
年

＇
ー
ー
以
下
『
形
式
』
〕
、
『
行
政
法
学
の
構
造

的
変
革
』
〔
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
ー
ー
占
5

下
『
変
革
』
〕
、
『
対
話
型
行
政
法
学
の
創
造
』

〔
弘
文
堂
、
一
九
九
九
年
ー
ー
＇
以
下
『
対

話
』
〕
）
さ
ら
に
は
概
説
書
（
『
行
政
法
現
代

行
政
過
程
論
』
〔
有
斐
閣
、
初
版
二

0
0
1
 

年
、
第
二
版
二

0
0
四
年
〕
）
と
連
続
し
た

問
題
関
心
の
も
と
で
執
筆
さ
れ
、
一
九
九
九

年
か
ら
二

0
0八
年
ま
で
の
間
に
公
表
・
講

演
さ
れ
た
ニ
―
篇
の
論
考
を
収
め
る
論
文
集

で
あ
る
。
本
書
の
書
名
（
蛇
足
で
あ
る
が
、

書
名
の
字
数
は
こ
れ
ま
で
の
著
書
を
踏
襲
し

て
い
る
）
に
「
行
政
」
の
二
文
字
が
存
在
し

な
い
の
は
、
「
行
政
法
学
の
進
化
を
意
図
し

た
結
果
で
あ
っ
て
、
行
政
法
学
か
ら
の
離
脱

で
は
な
い
」

(
i
頁）。

本
稿
で
は
、
本
書
に
示
さ
れ
た
著
者
の
理

論
の
意
義
を
行
政
法
学
の
見
地
か
ら
探
る
た

め
に
、
ま
ず
本
書
の
基
本
的
な
発
想
を
著
者

の
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
の
連
続
性
に
注
意
し

な
が
ら
紹
介
し
、
次
に
本
書
の
主
張
を
著
者

の
理
論
構
想
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
て
伝
統
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的
な
行
政
法
学
説
と
の
距
離
を
測
る
こ
と
に

し
た
い
（
最
近
に
な
っ
て
前
掲
概
説
書
の
実

質
的
な
改
訂
版
で
あ
る
『
行
政
法
I

現
代

行
政
過
程
論
』
〔
有
斐
閣
、
二0
0
九
年
ー
—

以
下
『
行
政
法
I
』
〕
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
以

下
で
は
同
書
の
記
述
を
も
適
宜
参
照
す
る
）
。

な
お
、
本
稿
で
は
個
々
の
論
考
の
内
容
に
立

ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
本
書
各
章
の
概
要

と
出
自
は
「
都
市
空
間
制
御
と
は
何
か
？
」

と
題
す
る
書
き
下
ろ
し
の
序
章
を
一
読
す
る

こ
と
で
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
詳

細
な
書
評
（
青
木
淳
一
・
季
刊
行
政
管
理
研

究
―
二
五
号
六
七
頁
以
下
）
も
公
に
さ
れ
て

い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

本
書
の
基
本
的
発
想

①
本
書
を
通
読
し
て
ま
ず
感
じ
る
の
は
、

学
位
論
文
で
あ
る
『
行
政
規
則
の
法
理
と
実

態
』
以
来
著
者
の
研
究
を
貫
い
て
い
る

、”フ

ィ
ー
ル
ド
“
重
視
の
姿
勢
で
あ
る
。
こ
こ
で

い
う
ブ
ィ
ー
ル
ド
“
と
は
、
現
職
の
行
政

眠
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
条
例
制
定
過
程

に
参
与
し
た
著
者
自
身
の
経
験
か
ら
得
ら
れ

た
現
場
行
政
の
感
覚
と
い
う
意
味
も
も
ち
ろ

ん
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
行
政
法
総
論
に

対
す
る
各
個
別
法
分
野
・
個
別
行
政
分
野
も

ま
た
、
著
者
の
思
考
を
展
開
す
る
う
え
で
の

”
フ
ィ
ー
ル
ド
“
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
、
本
書
の

構
成
か
ら
如
実
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
本
書
は
、
第
I
部
「
国
土
・

都
市
空
間
を
め
ぐ
る
法
制
度
」
お
よ
び
第
II

部
「
都
市
生
活
を
支
え
る
法
制
度
」
に
個
別

行
政
分
野
を
素
材
と
し
た
実
証
的
な
論
考
を

配
置
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
帰
結
を
第
皿

部
「
分
権
型
組
織
の
法
制
度
」
お
よ
び
第
IV

部
「
制
度
変
革
の
法
理
論
」
に
お
け
る
総
論

的
な
考
察
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
構
成
を
と

っ
て
い
る
。
著
者
の
行
政
法
理
論
は
後
述
の

よ
う
に
伝
統
的
な
学
説
に
は
見
ら
れ
な
い
発

想
を
多
く
含
む
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
第
16

章
「
新
世
紀
の
行
政
法
理
論
」
の
み
が
単
独

で
読
ま
れ
る
な
ら
ば
、
指
摘
自
体
は
き
わ
め

て
常
識
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
言
明
で
あ

っ
て
も
、
行
政
法
の
理
論
な
い
し
概
念
と
し

て
見
る
と
や
や
唐
突
で
あ
る
と
い
う
印
象
を

与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
第
1
章

か
ら
順
番
に
読
み
進
め
て
き
た
読
者
に
と
っ

て
は
、
く
り
返
し
現
れ
て
き
た
共
通
の
モ
チ

ー
フ
が
第
IV
部
に
至
っ
て
体
系
的
に
提
示
さ

れ
る
た
め
、
著
者
の
構
想
を
著
者
の
意
図
ど

お
り
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
掛
け
に

な
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
「
行
政
法
総
論
と

行
政
各
領
域
と
の
関
係
を
相
互
学
習
過
程
と

し
て
捉
え
る
考
え
方
、
両
者
の
間
の
相
互
参

照
を
重
視
す
る
見
解
」
を
「
参
照
領
域
理
論
」

と
呼
ん
で
自
己
の
構
想
の
柱
と
し
て
い
る
が

（
三
三
六
頁
•
三
五
九
頁
、
『
行
政
法I
』
­

七
ー
一
八
頁
）
、
そ
の
真
骨
頂
が
こ
こ
に
見

ら
れ
る
。

平
易
か
つ
明
晰
な
著
者
の
文
章
は
各
個
別

行
政
分
野
に
関
す
る
予
備
知
識
を
特
に
必
要

と
さ
せ
な
い
の
で
、
読
者
に
は
ぜ
ひ
第
I
部

所
収
の
論
考
か
ら
順
に
読
み
進
め
る
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
。
ま
た
、
著
者
の
『
行
政
法

I
』
を
教
科
書
と
し
て
総
論
を
学
習
し
て
い

72 2009. 7•8 書斎の窓



る
学
生
は
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
関
連
論
文

に
目
を
通
す
こ
と
で
、
個
別
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

②
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
合
意
形

成
な
い
し
対
話
重
視
の
発
想
で
あ
る
。
こ
う

し
た
発
想
は
、
す
で
に
行
政
指
導
や
行
政
契

約
に
関
す
る
著
者
の
研
究
（
『
形
式
』
一
〇

三
頁
以
下
•
一
六
一
頁
以
下
。
『
変
革
』
三

頁
以
下
も
参
照
）
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
た
が
、
前
著
『
対
話
』
で
体
系
的
に
提

示
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
本
書
で
は
、
こ
う
し

た
構
想
が
さ
ら
に
具
体
的
な
制
度
設
計
の
場

面
に
応
用
さ
れ
る
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
第3
章
•
第
5

章
•
第
6

章
）
。
し
か
も
、

そ
の
対
象
が
、
行
政
と
市
民
と
の
対
話
に
と

ど
ま
ら
ず
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
対
話

（
第1
章
•
第
1
5章
）
、
自
治
体
と
外
郭
団
体

と
の
対
話
（
第
8
章
）
、
裁
判
所
と
行
政
過

程
と
の
対
話
（
第
4

章
•
第
4

章
補
論
•
第

18
章
）
、
行
政
法
と
他
法
分
野
と
の
対
話

（
補
論
1
)
な
ど
へ
と
拡
張
さ
れ
る
と
と
も

に
、
都
市
計
画
法
等
に
お
け
る
計
画
提
案
制

度
や
行
政
手
続
法
上
の
意
見
公
募
手
続
の
制

度
化
な
ど
を
反
映
し
て
（
第

9

章
•
第
1
4

章
）
、
情
報
を
共
有
し
た
市
民
の
能
動
的
な

参
加
を
も
取
り
込
ん
だ
概
念
へ
と
進
化
を
遂

げ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
（
三
二

七

S
三
二
八
頁
参
照
）
。

③
第
三
に
、
法
学
的
方
法
（
一
九
世
紀

ド
イ
ツ
に
お
い
て
私
法
学
に
範
を
と
り
国
家

活
動
の
法
的
把
握
を
可
能
に
し
た
認
識
枠
組

み
）
を
克
服
し
、
行
政
学
・
経
済
学
・
（
法
）

社
会
学
な
ど
の
経
験
科
学
の
知
見
を
採
り
入

れ
る
と
と
も
に
、
行
政
法
学
を
制
度
設
計
の

学
問
と
し
て
再
構
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
考

え
方
が
あ
る
。
著
者
は
つ
と
に
、
法
学
的
方

法
が
現
代
型
行
政
手
法
を
考
察
す
る
う
え
で

の
極
桔
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
も
と

づ
い
て
、
こ
の
方
法
の
見
直
し
と
と
も
に

（
『
変
革
』i
頁
•
一
四
頁
）
、
隣
接
諸
学
と

の
連
携
に
よ
る
行
政
法
学
の
視
座
転
換
を
主

張
し
て
い
た
が
（
『
変
革
』
二
七
五
頁
以
下
、

『
対
話
』
三

0
一
頁
以
下
）
、
そ
う
し
た
発
想

が
行
政
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ど
の
よ
う
な
意
義

を
持
つ
の
か
は
、
例
え
ば
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
の
政
策
調
整
に
つ
い
て
論
じ
た
第
3
章、

建
築
協
定
の
制
度
設
計
を
扱
っ
た
第
6
章
な

ど
を
味
読
す
る
こ
と
で
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
（
こ
の
方
面
で
の
著
者
の
最
近
の

作
品
と
し
て
、
「
社
会
実
験
と
法
制
度
の
設

計
」
法
学
研
究
〔
慶
大
〕
八
一
巻
―
二
号
ニ

九
頁
以
下
が
あ
る
）
0
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伝
統
的
学
説
と
の
距
離

①
本
書
に
示
さ
れ
た
著
者
の
理
論
の
根

底
に
は
、
行
政
が
法
律
の
機
械
的
執
行
に
と

ど
ま
ら
な
い
準
則
策
定
機
能
を
も
担
う
と
と

も
に
、
そ
の
執
行
の
過
程
で
も
利
害
調
整
や

合
意
形
成
の
た
め
の
様
々
な
手
法
を
多
用
し

て
い
る
と
い
う
現
実
を
直
視
し
た
う
え
で

（
『
行
政
法
I
』
二
六
三

S
二
六
四
頁
）
、
そ

れ
に
応
じ
た
実
効
的
な
処
方
箋
を
書
く
と
い

う
意
図
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
議
会
が
法
律
に
よ
り
行
政

活
動
の
細
目
を
規
律
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
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て
は
市
民
参
加
・
意
見
調
整
手
続
に
よ
る
正

当
化
が
要
求
さ
れ
（
宇
賀
克
也
ほ
か
編
『
対

話
で
学
ぶ
行
政
法
』
四
九
頁
[
大
橋
D
ヽ
立

法
者
の
役
割
は
そ
う
し
た
手
続
を
可
能
に
す

る
制
度
・
組
織
の
枠
組
み
整
備
に
見
出
さ
れ

（
制
度
的
留
保
理
論
11

第
13
章
お
よ
び
三
五

六
頁
）
、
作
用
法
•
手
続
法
・
組
織
法
の
役

割
が
相
対
化
さ
れ
る
（
三
四
三

S
三
四
四

頁
•
三
四
八
頁
•
三
五
一
S

三
五
二
頁
）
と

と
も
に
法
律
の
留
保
理
論
と
行
政
組
織
法
定

化
の
原
則
と
は
統
合
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
（
本
質
性
理
論
II

ニ
八
三
頁
、
『
形

式
』
四
四
頁
、
『
行
政
法
I

』
三
五
頁
•
一

九
八
頁
）
。
そ
れ
に
対
し
、
行
政
活
動
の
中

核
を
あ
く
ま
で
も
法
律
の
執
行
に
見
る
伝
統

的
な
立
場
（
三
段
階
構
造
モ
デ
ル
）
か
ら
す

れ
ば
、
こ
う
し
た
参
加
や
意
見
調
整
の
過
程

は
「
法
律
適
合
性
以
上
に
、
行
政
活
動
の
正

当
性
の
根
拠
と
し
て
機
能
」
す
る
こ
と
で

「
わ
が
国
行
政
法
学
が
そ
の
出
発
点
と
し
て

来
た
行
政
の
法
律
適
合
性
の
要
請
を
、
基
本

的
に
離
脱
し
よ
う
、
と
い
う
方
向
へ
の
展
開

可
能
性
」
（
藤
田
宙
靖
『
第
四
版
行
政
法
I

（
総
論
）
〔
改
訂
版
〕
』
一
三
二
頁
•
一
三
三

頁
）
を
卒
む
こ
と
と
な
り
、
ま
た
組
織
法
の

視
点
を
取
り
込
ん
だ
法
律
の
留
保
論
は
「
甚

だ
し
い
理
論
的
混
迷
を
抜
け
出
せ
な
い
ま
ま

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
」
（
藤
田
・
前
掲
八
六

頁
）
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
著
者
の
理
論
と
伝
統
的
な

学
説
と
の
間
に
は
か
な
り
大
き
な
距
離
が
あ

り
、
し
か
も
両
者
の
応
酬
（
藤
田
•
前
掲
―

三
六
頁
註
田
、
そ
れ
に
対
す
る
応
答
と
し
て

本
書
三
二
九
頁
註
皿
〔
追
記
〕
、
ま
た
藤
田
・

前
掲
八
八
頁
註
③
参
照
）
は
い
ま
ひ
と
つ
噛

み
合
っ
て
い
な
い
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、

そ
の
原
因
に
は
以
上
の
よ
う
な
行
政
観
や
方

法
論
の
相
違
も
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
モ
デ
ル
を
前
提
と
し
て
こ
れ
か
ら

の
行
政
法
理
論
を
組
み
立
て
る
べ
き
か
は
、

現
在
の
評
者
に
は
手
に
余
る
問
い
で
あ
る
が
へ

法
学
的
方
法
に
忠
実
な
伝
統
的
学
説
と
比
べ

る
と
、
著
者
の
書
く
処
方
箋
は
行
政
活
動
に

よ
り
不
利
益
を
被
る
私
人
の
地
位
な
い
し
権

利
と
い
う
観
点
が
希
薄
で
あ
る
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
二
点
指
摘
し
た
い
。

③
一
口
に
参
加
と
言
っ
て
も
、
従
来
は

「
あ
る
特
定
の
個
人
の
権
利
保
護
の
問
題
」

と
「
い
わ
ば
一
種
の
立
法
活
動
に
際
し
要
求

さ
れ
る
民
主
主
義
の
要
請
に
も
類
似
し
た
も

の
」
と
が
区
別
さ
れ
て
き
た
（
藤
田
•
前
掲

―
四
九
頁
）
が
、
著
者
の
理
論
で
は
こ
う
し

た
区
別
が
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
大
橋
行
政
法
学
で

は
、
従
来
の
「
私
人
」
概
念
に
代
え
て
、

「
地
域
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚

の
下
に
、
公
共
的
利
益
の
増
大
と
実
現
、
社

会
認
識
・
社
会
参
加
に
関
心
を
も
つ
能
動
的

な
主
体
」
と
し
て
の
「
市
民
」
が
「
現
代
行

政
法
関
係
に
お
け
る
主
人
公
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
（
三
二
八
頁
）
、
情
報
法
制
、
手

続
法
制
、
参
加
法
制
、
評
価
・
監
視
法
制
な

ど
が
「
市
民
の
地
位
を
高
め
る
仕
組
み
」

（
三
四
九
頁
、
三
三
七
頁
）
と
し
て
一
列
に

論
じ
ら
れ
る
（
『
行
政
法
I
』
第
2
部
も
参

照
）
。
し
か
し
、
手
続
法
制
は
（
意
見
公
募
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手
続
を
別
に
し
て
）
当
事
者
お
よ
び
利
害
関

係
人
の
手
続
保
障
制
度
と
い
う
性
格
が
強
い

の
に
対
し
、
参
加
法
制
や
評
価
・
監
視
法
制

は
ま
さ
に
私
的
な
利
害
を
超
越
し
た
「
市
民
」

に
よ
る
民
主
的
参
加
の
イ
メ
ト
ジ
に
適
合
的

で
あ
る
。
手
続
保
障
の
観
点
は
確
か
に
行
政

行
為
論
（
行
為
形
式
論
）
の
中
で
示
さ
れ
て

は
い
る
（
『
行
政
法
I
』
三
一
九
頁
）
も
の

の
、
著
者
は
「
手
続
ル
ー
ル
整
備
の
中
心
課

題
は
、
利
害
関
係
を
異
に
す
る
多
数
市
民
間

の
利
害
調
整
を
図
る
手
続
整
備
で
あ
る
」

（
『
行
政
法
I
』

1
0九
頁
）
と
も
述
べ
て
お

り
、
両
者
が
ど
う
整
合
す
る
の
か
（
公
法
研

究
六
五
号
二
三
六
頁
の
小
早
川
光
郎
発
言
も

、、

参
照
）
、
「
市
民
」
で
は
な
く
私
人
な
い
し

、、
個
人
の
地
位
や
権
利
を
よ
り
直
戟
に
表
現
で

き
る
道
具
立
て
が
必
要
で
な
い
か
と
い
う
点

は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

③
同
じ
疑
問
は
、
行
政
・
名
宛
人
・
第

三
者
か
ら
な
る
「
三
面
関
係
」
の
概
念
に
つ

い
て
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
は
、

こ
の
概
念
を
、
あ
る
所
で
は
過
小
規
制
に
不

服
を
持
つ
第
三
者
の
規
制
権
限
行
使
請
求
や

原
告
適
格
を
正
当
化
す
る
文
脈
で
援
用
し

（
三
八
二
頁
）
、
別
の
所
で
は
。
ハ
プ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
や
計
画
策
定
に
お
け
る
市
民
参
加
―

を
基
礎
づ
け
る
根
拠
と
し
て
用
い
て
い
る

（
一
九
七
頁
）
。
三
面
関
係
と
は
処
分
の
名
宛

人
以
外
の
第
三
者
と
行
政
と
の
間
に
も
法

（
律
）
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
識
す
る

た
め
の
理
論
枠
組
み
で
あ
る
が
、
後
者
の
よ

う
に
民
主
主
義
的
な
参
加
の
主
体
た
る
広
い

範
囲
の
「
市
民
」
を
も
第
三
者
に
含
め
て
し

ま
う
と
、
（
民
衆
訴
訟
を
前
提
と
し
な
い
限

り
）
そ
こ
か
ら
取
消
訴
訟
や
義
務
付
け
訴
訟

、、

の
原
告
適
格
を
有
す
る
第
三
者
私
人
を
理
論

的
に
ど
の
よ
う
に
析
出
し
基
礎
づ
け
る
の
か

と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
は
、
通

常
は
行
政
訴
訟
法
や
国
家
賠
償
法
の
解
釈
論

と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
、
公
刊
が

予
告
さ
れ
て
い
る
（
『
行
政
法
I
』
i
頁
．

三
頁
）
行
政
救
済
法
の
概
説
書
（
『
行
政
法

II
現
代
行
政
救
済
論
』
）
に
お
い
て
著
者
の

考
え
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

‘,
0

 

し
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四

お

わ

り

に

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
机
の
上
で
考
え
た

だ
け
の
疑
問
や
批
判
は
、
行
政
活
動
の
現
実

や
個
別
法
の
圧
倒
的
な
分
析
に
よ
っ
て
鍛
え

上
げ
ら
れ
て
き
た
著
者
の
構
想
の
前
で
は
、

的
外
れ
な
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
既
存
の
権

威
や
固
定
観
念
に
囚
わ
れ
ず
、
常
に
新
た
な

研
究
領
域
の
開
拓
を
続
け
る
著
者
の
よ
う
に

柔
軟
で
斬
新
な
思
考
と
研
究
手
法
こ
そ
、
評

者
の
よ
う
な
後
進
の
研
究
者
が
学
び
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

著
者
は
、
法
科
大
学
院
に
お
い
て
実
務
家
教

員
と
共
同
で
教
育
に
携
わ
る
環
境
で
も
、

「
研
究
者
教
員
は
や
は
り
埜
礎
理
論
に
つ
い

て
の
関
心
は
持
ち
続
け
な
い
と
い
け
な
い
」

（四

0
八
頁
）
と
言
う
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
本
書
の
中
で
最
も
重
い
意
味
を
持
っ
て

評
者
に
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

（
お
き
つ
•
ゆ
き
お
11
神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
）
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